
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

第９期 第１０期

目的

・支所単位ごとの高齢者人口の割合を按分

し抽出。

・日常生活圏域ごとの高齢者人口の割合を

按分し抽出。

件数 3,401／5,000 5,000

調査方法

調査項目

・必須項目：３５問

・オプション項目：２２問

・伊賀市独自項目：２２問　計７９問

・必須項目：３５問

・オプション項目：　　問

・伊賀市独自項目：　　問　計　　問

・新たに「就労の状況」について質問項目

が追加

回答
・無記名で整理番号もない、個人を特定で

きない方式

・整理番号等により、調査結果と個人が照

合できる方式

在宅介護実態調査

第９期 第１０期

目的

対象者

件数 310／700 600

・高齢者の身体状況、生活状況、社会参加の実態などを把握し、地域が抱える課題を明確

にします。

・介護予防等の施策の効果を検証し、次期計画策定に活かすためのデータとして活用しま

す。

・要支援者や一般高齢者を対象に、転倒リスクや外出頻度、食事状況などを調査し、早期

の支援につなげます。

・調査結果は「地域包括ケア見える化システム」に登録し、他自治体との比較や政策立案

に役立てます。

・伊賀市在住の６５歳以上の方のうち、要介護１～５の認定を受けていない方。

対象者

・郵送配付・郵送回収する方式。

・介護保険事業計画の策定において、これまでの「地域包括ケアシステムの構築」

という観点に加え、「介護離職をなくしていくためにはどのようなサービスが必要か」と

いった観点を盛り込むため、「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就

労継続」の実現に向けた介護サービスの在り方を検討することを目的とする。

・伊賀市在住の６５歳以上の方のうち、要支援、要介護の認定を受けて在宅で生活されて

いる方。

【資料 ４】



第９期 第１０期

調査方法

・更新申請、または区分変更申請された方

の訪問調査時に訪問調査員が本人及び家族

（介護者）に直接聞き取り調査を行う。

・更新申請、または区分変更申請された方

の訪問調査時に訪問調査員が本人及び家族

（介護者）に直接聞き取り調査を行う。

・600件のうち300件は、郵送配付・郵送回

収方式とする。

調査項目

※聞き取り調査用

【Ａ票】（本人回答用）

・基本調査項目：５問

・オプション項目：９問　計１４問

【Ｂ票】（介護者回答用）

・基本調査項目：４問

・オプション項目：１問　計５問

※聞き取り調査用（郵送分も共通）

【Ａ票】（本人回答用）

・基本調査項目：５問

・オプション項目：９問　計１４問

【Ｂ票】（介護者回答用）

・基本調査項目：４問

・オプション項目：１問　計５問

回答

介護人材実態調査

第９期（未実施） 第１０期

目的

対象者

件数 150

調査方法
・各施設及び事業所等へメールで配付し、

メールで回収する方式の予定。

調査項目

【施設・通所系】

・基本調査項目：５問

【訪問系】

・基本調査項目：４問

・職員票調査項目：５問

回答 ・事業所名記入方式

・市内に所在している介護サービスを提供している全ての施設及び事業所。

・整理番号等により、調査結果と個人が照合できる方式

　介護現場の持続可能性を高めるために不可欠な調査として、介護人材の現状を把握し、

離職状況や離職理由、また不足している職種など、自治体や事業所が直面する課題を可視

化することで、より効果的な政策立案につなげることが目的です。


